


今月の表紙

消防団表彰
安芸太田町の水道事業
所得税・町県民税の申告
こども誰でも通園制度

4
5～ 7

20
21

　１月11日に行われた二十歳を祝う会の様子
です。二十歳になった皆さんの晴れ姿が輝い
ていました。

（関連記事…11・28ページ）

主な内容

◦男　性／2,447人
◦女　性／2,776人
◦合　計／5,223人
◦世　帯／2,928世帯
最新の人口情報はこちらをご覧ください。扌

人口情報（令和７年12月末時点）

当　番　医

８日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
11日㈬　安芸太田病院（救急サブセンター）
15日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
22日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
23日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）

１日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
８日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
15日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
20日㈮　安芸太田戸河内診療所（内科）
22日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
29日㈰　落合整形外科内科（整形外科）

２月

３月
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◆と　き／2月22日㈰
　　　　　10時30分～17時30分（予定）

◆ところ／広島文化学園HBGホール 
　　　　（広島市文化交流会館）
【旧広島厚生年金会館】広島市中区加古町3−3

◆上演演目／八岐大蛇

　神楽振興を担う町の各神楽団で構成する「安
芸太田町神楽協議会」の会員で結成される「安
芸太田町合同神楽団」が2026年ＲＣＣ早春神楽
共演大会にて神楽を上演します。
　出演にあたり、ご協力いただく神楽団の皆さ
んに厚くお礼申し上げます。

2026年RCC早春神楽共演大会
に安芸太田町合同神楽団が出演!

今月の行事

※詳細は、右記二次元コードまた
　はURLより確認ください。
　https://www.akiota.jp/
　soshiki/8/17173.html

広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

　この神楽公演は、
本町の歴史・文化
に根付く伝統芸能
「神楽」の魅力を
県内外へ発信し、
本町のさらなる認
知度向上を目的と
しています。
　是非この機会に、
安芸太田町合同神
楽団の華麗な舞を
ご覧ください。
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昨
年
末
に
か
け
て
嬉
し
い
成
果
が
二

つ
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

一
つ
目
は
先
月
の
広
報
で
も
と
り
あ

げ
た
と
お
り
、
本
町
は
筒
賀
財
産
区
を

舞
台
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
取

引
を
始
め
る
こ
と
と
し
、
12
月
に
民
間

事
業
者
と
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
関
連
し
、
今
後
は
各

事
業
者
に
も
、
二
酸
化
炭
素
を
始
め
と

し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を

抑
え
る
の
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

吸
収
源
を
増
や
し
て
い
く
取
組
も
同
等

の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い

る
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
を
認
定
し
、
事
業
者
に
買
っ

て
も
ら
う
「
排
出
量
取
引
」
が
広
く
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
森
林
管
理
は
必
須
の

業
務
で
す
の
で
吸
収
量
を
認
定
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
販
売
額
を
維
持
管
理
に

回
せ
る
の
で
あ
れ
ば
財
政
的
に
も
あ
り

が
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
排
出
量
取
引
が
そ
こ
ま

で
世
に
広
が
っ
て
い
な
い
の
は
、
吸
収

量
の
認
定
に
結
構
な
手
間
や
費
用
（
数

百
万
円
～
）
が
か
か
る
た
め
で
し
た
。

　

今
回
は
、
吸
収
量
の
認
定
や
そ
の
後

の
事
業
者
へ
の
販
売
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
民
間
企
業
と
連
携
す
る
と
と
も

に
、
対
象
地
域
は
筒
賀
財
産
区
（
約
２
，

３
０
０
㎡
）
内
の
森
林
５
０
０
㎡
と
か

な
り
広
い
範
囲
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
務
手
続
き
な
ど
に
か
か
る
費
用

を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
十
分
収
入

が
見
込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
数
少
な
い
取
組
で
す
の
で
、

先
ず
は
実
績
を
積
み
な
が
ら
、
今
後
は

ど
れ
だ
け
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
け
る

か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
本
町
の
園
・
所
で
取
り
組

ん
で
き
た
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
と
し

て
の
活
動
に
つ
い
て
、
こ
の
年
末
に
県

の
「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
制
度
」

の
認
証
団
体
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
す
。

（
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

こ
の
「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
制

度
」
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
資

源
を
活
用
し
た
自
然
体
験
活
動
の
推
進

を
図
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る

子
育
て
支
援
を
行
う
団
体
を
認
証
す
る

も
の
で
す
。

　

実
は
県
内
の
幼
児
教
育
・
保
育
施
設

は
約
１
，
５
０
０
団
体
あ
り
ま
す
が
、

認
証
を
う
け
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

80
団
体
余
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
認
証
は
、
い
わ
ば
本
町
の
取

組
に
つ
い
て
県
か
ら
も
お
墨
付
き
を
い

た
だ
い
た
と
も
言
え
ま
す
し
、
加
え
て

今
回
の
認
証
で
、
自
治
体
内
の
全
て
の

園
・
所
が
認
め
ら
れ
た
の
は
県
内
で
も

本
町
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

現
場
の
先
生
達
に
は
大
変
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
更
に
本
町
ら

し
い
自
然
保
育
の
取
組
を
追
求
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
し
、
私
と
し
て
も
子

ど
も
を
伸
び
伸
び
と
育
て
ら
れ
る
地
域
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
育
つ
町
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
を
、
更
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

嬉しい成果

vol.60

橋本　博明
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分
団
長　

庄
野　
　

守

◎
勤
続
章
25
年

　

副
団
長　

藤
田　

賢
司

　

分
団
長　

庄
野　
　

守

　

部　
　

長　

栗
栖　

祐
二

　
　

〃　
　

佐
々
木
克
行

　

班　
　

長　

淺
田　

敬
文

　

団　
　

員　

大
畠　
　

聡

　
　

〃　
　

川
本　
　

清

◎
勤
続
章
20
年

　

部　
　

長　

片
山　

大
輔

　
　

〃　
　

古
川　

敏
之

　

班　
　

長　

佐
々
木
慎
司

　

団　
　

員　

竹
下　

啓
介

　
　

〃　
　

山
根　

伸
一

　
　

〃　
　

森
脇　

智
史

　
　

〃　
　

国
渡　

政
明

◎
勤
続
章
15
年

　

班　
　

長　

河
野　

靖
志

　
　

〃　
　

本
宮　
　

炎

　
　

〃　
　

奥
土　

眞
也

　

団　
　

員　

小
田　

淳
平

　
　

〃　
　

前
田　

将
志

　
　

〃　
　

植
木　

芳
典

　
　

〃　
　

木
下　

大
輔

　
　

〃　
　

道
教　

雅
仁

　
　

〃　
　

嶋
川　

清
隆

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

小
田　

頼
明

　

副
分
団
長　

菅
田　

裕
二

　

団　
　

員　

木
下　

秀
雄

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

◎
優
良
団
員

　

分
団
長　

大
下　

正
生

　

副
分
団
長　

那
須　

栄
二

　

部　
　

長　

佐
藤　

和
雄

　

団　
　

員　

長
尾　

航
治

　
　

〃　
　

矢
立　

弘
治

　
　

〃　
　

山
本　

宏
二

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
勤
続
章

　

分
団
長　

栗
栖　

雅
年

　

分
団
長　

水
口　

一
隆

　
　

〃　
　

川
本　

泰
生

　

部　
　

長　

栗
原　
　

悟

　

班　
　

長　

郷
田　
　

亮

　
　

〃　
　

佐
々
木
文
義

　
　

〃　
　

大
野　

文
彦

　

団　
　

員　

栗
栖　
　

剛

　
　

〃　
　

住
吉　

裕
二

　
　

〃　
　

斉
藤　

政
司

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
感
謝
状

　

分
団
長　

小
田　

頼
明

　

副
分
団
長　

菅
田　

裕
二

　

団　
　

員　

武
本　

信
秋

　
　

〃　
　

沖
野　

光
明

　
　

〃　
　

瀬
川　

善
博

　
　

〃　
　

佐
々
木
浩
二

◎
功
績
章

　

分
団
長　

伊
賀　

裕
記

【
広
島
県
消
防
協
会
山
県
支

部
長
表
彰
】

◎
功
績
章

　

副
分
団
長　

佐
々
木
隆
詞

　
　

〃　
　

伊
賀　

真
一

◎
表
彰
章

　

部　
　

長　

片
山　

大
輔

　

班　
　

長　

小
田　

将
之

　

団　
　

員　

庭
田　

一
成

【
安
芸
太
田
町
消
防
団
長
表

彰
】

◎
功
績
章

　

副
分
団
長　

佐
々
木
隆
詞

　

部　
　

長　

横
畠　

真
二

　

団　
　

員　

佐
藤　

貴
大

　
　

〃　
　

濱
本　

優
輝

　
　

〃　
　

大
江
比
呂
斗

　
　

〃　
　

門
田　

広
樹

　
　

〃　
　

大
谷　

和
輝

《
新
入
団
員
》

　

本　
　

部　

濱
本　

優
輝

　
　

〃　
　

大
下　

昇
悟

　

第
２
分
団　

佐
々
木
拓
哉

　

第
７
分
団　

内
藤　

康
介

　
　

〃　
　

梅
田　

大
記

　

第
11
分
団　

古
川　

拓
哉

　
　

〃　
　

佐
々
木
康
紀

　

１
月
11
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
８
年

安
芸
太
田
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
受
彰
者

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

消
防
団
表
彰

令
和
８
年
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安芸太田町の水道事業

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
側
の
地

下
、
床
下
、
壁
内
な
ど
の
給
水
装

置
の
破
損
箇
所
か
ら
の
漏
水
で

発
見
が
困
難
な
も
の

対
象
範
囲

推
定
漏
水
量
の

１
／
２
※

減
免
水
量

　

町
で
は
、
宅
内
で
漏
水
が
あ
っ
た

場
合
に
、
水
道
料
金
の
一
部
を
減
免

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
適
切
な
管
理
を
し
て
も
漏
水
が
発
生
し
た
と
き

②
指
定
工
事
店
に
よ
る
修
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て

　

い
る
こ
と
が
証
明
（
確
認
）
で
き
る
こ
と

③
上
下
水
道
料
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

※
減
免
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、
漏
水
修
理
が
完
了
し

　

た
日
を
含
む
請
求
月
と
そ
の
前
請
求
月
の
い
ず
れ
か

　

の
請
求
月
に
限
り
ま
す
。

※
減
免
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
、
お
問
い 

　

合
わ
せ
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

　

建
設
課
、
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、
給
水
装
置
を
適
切
に
管
理
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
簡
易
水
道
に
お
け
る
水
道
料
金
の
漏
水
減
免
制
度

漏水減免の対象となる範囲（例）

～漏水時の検針水量が120㎥で　
　　　 基準水量が20㎥の場合～

【推定漏水量】
この場合100㎥を漏水とみなします。

（120㎥ － 20㎥ ＝ 100㎥）

【減免の対象となる水量】
減免の対象となる水量は「推定漏
水量」の１／２となるので、50㎥
が減免対象です。

（100㎥ ÷ 2 ＝ 50㎥）

【請求対象となる水量】
漏水時の検針水量が120㎥であるた
め、減免の対象となる水量50㎥を
差引くと70㎥となりますが、請求
する上限が40㎥であるため、40㎥
が請求対象となる水量になります。

【基準水量とは】
「過去３回（請求分）の平均」「前年
同月」のいずれか少ない水量が「基
準水量」となります。
（本例は基準水量20㎥）

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
凍
結
・
破
裂
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
宅
内

で
の
漏
水
が
あ
る
と
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
が
高
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
配
水
池
水
位
が
低
下
す
る
な
ど
、

水
道
施
設
の
稼
働
に
も
影
響
し
、
安
全
な
水
を
定
期

的
に
供
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

凍
結
・
破
裂
し
た
時

◦
露
出
部
を
保
温
材
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

◦
就
寝
前
な
ど
は
少
量
の
水
を
出
し
て
お
く
こ
と
も

　

効
果
的
で
す
。

◦
特
に
風
当
り
の
強
い
場
所
や
北

　

側
の
管
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
水
が
出
な
い
、
ま
た
は
破
裂
し
た
場
合
は
、
ま
ず

　

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
指
定
工
事
店
に
つ
い
て

　

指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
一
覧
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
建

設
課
、
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
凍
結
に
ご
注
意

水
道
凍
結
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

く
だ
さ
い
！

※
た
だ
し
、
基
準
水
量
（
漏
水
が
な
か
っ
た
時
に
使
用

　

者
が
使
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
水
量
）
の
２
倍
ま
で

　

が
請
求
す
る
上
限
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
建
設
課
☎
２
８−

１
９
６
３　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

●
漏
水
減
免
の
対
象
と
な
る
範
囲

●
漏
水
減
免
対
象
要
件
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安芸太田町の水道事業

上
下
水
道
料
金
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

口径
基本料金╱月

（10㎥・メーター使用料含む） 超過料金／㎥ 20㎥╱月使用の場合 １カ月あたり平均使用水量の場合

現状 R8
改定案

R13
改定案 現状 R8

改定案
R13
改定案 現状 R8

改定案
R13
改定案

平均使
用水量 現状 R8

改定案
R13
改定案

13㎜ 1,444 1,540 1,782

165 209 253

3,094 3,630
（536up）

4,312
（1,218up） 13㎥ 1,939 2,167

（228up）
2,541

（602up）

20㎜ 1,497 1,837 2,123 3,147 3,927
（780up）

4,653
（1,506up） 15㎥ 2,322 2,882

（560up）
3,388

（1,066up）

25㎜ 1,507 2,145 2,486 3,157 4,235
（1,078up）

5,016
（1,859up） 19㎥ 2,992 4,026

（1,034up）
4,763

（1,771up）

40㎜ 1,622 3,564 4,125 3,272 5,654
（2,382up）

6,655
（3,383up） 42㎥ 6,902 10,252

（3,350up）
12,221

（5,319up）

50㎜ 2,639 4,972 5,753 4,289 7,062
（2,773up）

8,283
（3,994up） 157㎥ 26,894 35,695

（8,801up）
42,944

（16,050up）

75㎜ 3,791 10,241 11,858 5,441 12,331
（6,890up）

14,388
（8,947up） 167㎥ 29,696 43,054

（13,358up）
51,579

（21,883up）

　

１
月
28
日
に
安
芸
太
田
町
上
下
水
道
料
金
審
議
会
（
第
４
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
８
年
度
（
１
回
目
）
改
定
予
定
額
と
同
様
の
前
提
条
件
で
、
令
和

13
年
度
（
２
回
目
）
改
定
予
定
額
を
試
算
し
た
も
の
を
示
し
た
う
え
で
、
料
金
の
改

定
内
容
に
つ
い
て
、
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
会
を
踏
ま
え
て
、
１
月
30
日
に
伊
藤
会
長
か
ら
橋
本
町

長
に
対
し
て
、
「
適
正
な
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
し
て
答
申
い
た
だ
き

ま
し
た
。

前
回
の
意
見
に
対
す
る
考
え
方

●料金改定案（1カ月あたりの料金）

●問い合わせ先／建設課　☎28−1963

※R13は試算額　（単位：円・税込額）

〇
今
後
、
値
上
げ
が
難
し
い
状
況
に
な

　

っ
た
場
合
で
も
、
令
和
13
年
度
に
料

　

金
改
定
す
る
の
か
。

　

令
和
13
年
度
に
も
今
回
示
し
た
料
金

改
定
を
し
な
け
れ
ば
、
目
標
と
掲
げ
て

い
る
「
料
金
回
収
率
60
％
」
を
維
持
す

る
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
改

定
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

〇
基
本
料
金
と
超
過
料
金
設
定
に
あ
た

　

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
使
用
水
量
の
少

　

な
い
人
へ
配
慮
し
た
か
分
か
り
や
す

　

い
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

　

使
用
水
量
が
一
般
的
に
少
な
い
、
小

口
径
の
使
用
者
に
対
し
て
は
、
基
本
料

金
の
上
げ
幅
を
大
口
径
の
使
用
者
に
比

べ
て
低
く
設
定
し
、
急
激
な
負
担
増
加

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

〇
料
金
全
体
で
ど
の
程
度
の
料
金
改
定

　

に
な
る
の
か
。

　

今
後
10
年
間
に
お
い
て
、
「
料
金
回

収
率
」
を
60
％
に
維
持
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
給
水
収
益
を
試
算
し
、
現
状

の
使
用
実
態
を
踏
ま
え
料
金
改
定
案
を

設
定
し
た
。

◦
現
行
料
金
体
系

　
　

７
，
６
６
４
万
３
千
円

◦
令
和
８
年
度
改
定
後
料
金
体
系

　
　

９
，
１
９
６
万
円

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
令
和
８
年
度
の

料
金
体
系
に
お
け
る
改
定
率
は
約
20
％

と
な
る
。

《
第
４
回
審
議
会
の
内
容
》

料
金
改
定
案

〇
料
金
改
定
案
の
と
お
り

〇
優
遇
制
度
の
廃
止

　

加
計
水
泳
プ
ー
ル
で
使
用
の
場
合
（
午

後
10
時
か
ら
翌
日
の
午
前
６
時
ま
で
）

１カ月10㎥を
超えた１㎥あ
たりの料金　
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水
道
使
用
者
へ
十
分
な
周
知
期
間
を

確
保
す
る
た
め
、
令
和
８
年
10
月
検
針

分
（
８
月
検
針
日
以
降
使
用
分
）
か
ら

の
改
定
を
目
途
に
準
備
を
進
め
る
。

改
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

主
な
審
議
や
意
見
の
要
旨

料
金
改
定
の
内
容

は
、
使
用
料
の
５
分
の
１
に
相
当
す
る

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
施
設
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
に
廃
止
す
る
。

　

審
議
会
の
開
催
状
況
は
町
公
式
サ

イ
ト
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設

課
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

●問い合わせ先／建設課　☎28−1963

〇
町
民
へ
の
効
果
的
な
周
知

　

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
は
、
十
分
な

周
知
期
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
効
果

的
な
広
報
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
町
に
お
け
る
水
資
源
の
価
値
を
も

っ
と
広
く
町
民
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
情

報
発
信
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〇
経
営
の
安
定
化

　

施
設
な
ど
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

更
新
、
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取
組

を
着
実
に
進
め
ら
れ
た
い
。

〇
広
域
連
携
に
よ
る
水
源
涵
養
機
能
の

　

維
持
・
強
化

　

太
田
川
流
域
の
豊
か
な
水
資
源
を
将

来
に
わ
た
っ
て
継
承
す
る
た
め
、
上
・

下
流
の
枠
組
み
を
超
え
た
市
町
の
連
携

体
制
の
も
と
、
流
域
全
体
で
森
林
の
水

源
涵
養
機
能
の
維
持
・
強
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

町
で
は
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
、
水
道
料

金
の
改
定
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

附
帯
意
見

　

本
審
議
会
で
は
、
清
流
・
太
田
川
源

流
の
恵
み
で
あ
る
良
質
な
水
を
守
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
料
金
改
定

に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
一
般
会
計
と

簡
易
水
道
事
業
会
計
を
通
じ
た
財
政
の

持
続
可
能
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
慎

重
か
つ
精
力
的
に
審
議
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
本
答
申
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　

改
定
案
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
経

営
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
妥
当
で
あ

る
と
認
め
る
。

〇
検
討
の
前
提

　

今
後
10
年
間
の
料
金
回
収
率
の
目
標

を
60
％
に
設
定
す
る
。

〇
料
金
体
系

　

基
本
料
金
と
超
過
料
金
の
２
部
料
金

制
と
し
た
上
で
、
基
本
料
金
は
口
径
別

に
設
定
し
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
そ
れ

《
答　

申
》（
要
旨
）

ぞ
れ
の
基
本
料
金
に
含
め
る
。

　

超
過
料
金
は
口
径
に
よ
ら
ず
均
一
料

金
と
す
る
。

〇
改
定
料
金

（
メ
ー
タ
ー
使
用
料
）

　

個
別
設
定
は
廃
止
し
、
基
本
料
金
に

含
め
る
。

（
基
本
料
金
お
よ
び
超
過
料
金
）

　

料
金
改
定
案
の
と
お
り
、
使
用
者
に

と
っ
て
急
激
な
負
担
増
加
と
な
ら
な
い

よ
う
令
和
８
年
度
と
令
和
13
年
度
の
２

回
に
分
け
て
料
金
改
定
を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
令
和
13
年
度
の
改
定
時
に
物

価
変
動
に
よ
っ
て
想
定
以
上
の
コ
ス
ト

変
動
が
生
じ
た
場
合
は
、
現
在
想
定
し

て
い
る
改
定
後
の
金
額
を
再
検
討
（
引

き
上
げ
幅
の
調
整
な
ど
）
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
。

　

加
計
水
泳
プ
ー
ル
に
係
る
使
用
料
の

優
遇
制
度
は
廃
止
す
る
。

一
般
会
計
繰
入
金
の
考
え
方

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
く
繰
入
れ

に
つ
い
て
は
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。

　

な
お
、
基
準
外
と
な
る
繰
入
れ
は
適

正
な
運
営
の
も
と
で
料
金
の
引
き
上
げ

や
経
営
努
力
に
よ
っ
て
も
、
な
お
不
足

が
生
じ
る
場
合
で
、
最
小
限
の
範
囲
内

に
抑
え
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

〇
改
定
し
た
料
金
で
請
求
さ
れ
る
の
は
、

　

い
つ
か
ら
対
象
に
な
る
か
？

　

令
和
８
年
８
月
検
針
日
以
降
に
使
用

さ
れ
た
も
の
か
ら
が
対
象
予
定
で
す
。

〇
改
定
額
の
試
算
は
水
需
要
の
減
少
な

　

ど
将
来
予
測
を
踏
ま
え
た
も
の
か
？

　

将
来
予
測
を
踏
ま
え
た
試
算
で
す
。

〇
今
回
の
改
定
は
水
道
料
金
だ
が
、
請

　

求
は
下
水
道
使
用
料
と
合
わ
せ
る
と

　

思
う
の
で
、
改
定
後
は
、
下
水
道
使

　

用
料
と
合
わ
せ
る
と
ど
の
く
ら
い
に

　

な
る
か
？

　

１
か
月
の
平
均
使
用
水
量
13
㎥
（
水

道
メ
ー
タ
ー
13
㎜
）
の
場
合
、
改
定
後

の
水
道
料
金
は
２
，
１
６
７
円
、
下
水

道
使
用
料
２
，
４
６
９
円
、
ひ
と
月
あ

た
り
合
計
４
，
６
３
６
円
と
な
る
。

〇
日
常
的
に
水
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

　

っ
て
、
い
か
に
安
く
て
美
味
し
い
水

　

道
水
が
飲
め
て
い
る
の
か
を
気
づ
い

　

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

　

く
べ
き
だ
と
思
う
。

〇
源
流
域
の
町
が
水
源
を
守
っ
て
い
る

　

こ
と
を
、
下
流
域
の
人
に
も
知
っ
て

　

も
ら
い
、
と
も
に
連
携
す
る
取
組
を

　

し
て
も
ら
い
た
い
。



ス
キ
ャ
ン
払
い
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

ス
キ
ャ
ン
払
い
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

●
前
回
ク
イ
ズ
の
解
説

Ｑ
次
の
図
は
、
も
り
か
ア
プ
リ
の
ど

　

の
機
能
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
利
用
履
歴
レ
ポ
ー
ト

《
解　

説
》

　
「
も
り
か
（
電
子
）
マ
ネ
ー
」
で
お
買

物
な
ど
さ
れ
た
際
に
、
も
り
か
マ
ネ
ー

の
利
用
を
一
覧
と
し
て
確
認
で
き
る
機

能
が
「
利
用
履
歴
」
で
す
。

　

こ
の
利
用
履
歴
は
、

　

◦
利
用
日
時

　

◦
利
用
し
た
店
舗
名

　

◦
利
用
額
（
ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
額
）

　

◦
プ
レ
ミ
ア
ム
加
算
額
（
ま
た
は
ポ

　
　

イ
ン
ト
）

　

※
加
算
さ
れ
る
際
の
条
件
に
よ
り
ま
す
。

を
一
覧
で
確
認
で
き
ま
す
【
図
１
】。

　

こ
の
度
ク
イ
ズ
の
答
え
と
な
る
「
利

用
履
歴
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
利
用
履
歴
の

ひ
と
月
分
の
利
用
一
覧
を
グ
ラ
フ
化
す

る
こ
と
で
、
利
用
状
況
を
一
目
で
確
認

で
き
る
機
能
で
す
。

【
図
２
】
に
示
す
と
お
り
、
利
用
履
歴

の
一
覧
か
ら
、
ひ
と
月
分
の
電
子
マ
ネ

ー
の
入
金
や
利
用
額
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

集
計
さ
れ
、
グ
ラ
フ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
期
限
切
れ
の
マ
ネ
ー
と
ポ
イ
ン

　

ト
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

　
「
利
用
履
歴
」
は
、
日
々
の
お
買
物

な
ど
の
利
用
の
確
認
に
、「
利
用
履
歴

レ
ポ
ー
ト
」
は
、
月
々
の
利
用
の
確
認

に
役
立
て
く
だ
さ
い
‼

※

■
は
、
加
盟
店
名
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
【
図
２
】
の
内
訳
は
【
図
１
】
に
表
示
さ

　

れ
て
い
る
金
額
以
外
の
金
額
も
含
ま
れ
て

　

い
ま
す
。

〈
問
題
（
最
終
回
）〉

　

１
月
か
ら
追
加
さ
れ
た
次
の
ア
イ

コ
ン
の
機
能
は
何
で
し
ょ
う
か
？

《
ヒ
ン
ト
》
も
り
か
ア
プ
リ
か
ら
ア
イ

コ
ン
を
探
し
て
ね
‼

◦
回
答
方
法
／
も
り
か
ア
プ
リ
の
「
ク

　

イ
ズ
」
ボ
タ
ン
か
ら
回
答
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◦
ク
イ
ズ
回
答
期
限
／
２
月
28
日

◦
も
り
か
マ
ネ
ー
付
与
日
／
３
月
30
日

moricaアプリ登録キャンペーン

●
も
り
か
ア
プ
リ
の
登
録

　

は
、
町
公
式
サ
イ
ト
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
Ｄ
Ｘ
課

　

（
Ｄ
Ｘ
推
進
係
）
☎
２
８−

１
９
６
７

も
り
か
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ク
イ
ズ
に
回
答
す
る
と

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人

に
、
５
千
円
分
の
も
り
か
マ
ネ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。➡ここから➡ここから

回答してね!!回答してね!!

　

転
入
・
出
生
さ
れ
た
人
へ
、
１
カ

月
を
目
途
に
、
特
定
記
録
で
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

受
け
取
り
が
出
来
な
か
っ
た
場
合

は
、
役
場
で
保
管
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

11
月
５
日
～
12
月
26
日
に
実
施
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
対
象

者
集
計
の
結
果
、
４
０
９
人
に
１
人

あ
た
り
２
，
４
０
０
円
の
も
り
か
マ

ネ
ー
を
１
月
30
日
に
付
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
利
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

　

ー
ン
で
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の

　

有
効
期
限
は
２
月
28
日
㈯
で
す
。

図１
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図２

ス
キ
ャ
ン
払
い
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

安
芸
太
田
町
で
は
全
町
民
に
も
り

か
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す



　

１
月
17
日
、
役
場
で
林
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
約
50
人
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

太
田
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
安
芸

太
田
町
の
山
林
を
は
じ
め
と
し
た
環
境

の
重
要
性
を
、
林
業
の
視
点
で
再
確
認

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
問
題
に

関
す
る
話
題
提
供
や
自
伐
型
林
業
の
取

組
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
伐
型
林
業
を
実
践
し

て
い
る
登
壇
者
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
昨
今
の
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
や

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
自
伐
型
林
業
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

林業フォーラム　～流域から考える安芸太田町の森2026～

筒
賀
支
所

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 

【受付時間】午前９時～午後５時　土曜・日曜・年末年始12/29～1/3を除きます。
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレーショ
　ン事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった場合
　でもお気軽にお電話ください。

審査  25−67

広告

0120−116116
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第
57
回
広
島
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

が
１
月
13
日
～
15
日
に
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

立
山
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
安
芸
太
田
中
学
校

か
ら
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
種
目
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
）
と
も
に
、
中
国
大
会
・
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◦
松ま
つ

岡お
か　

杏き
ょ
う
の乃

さ
ん
（
１
年
生
）

　

ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
３
位

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
２
位

◦
矢や

立た
て　

陸り
く

さ
ん
（
３
年
生
）

　

ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
２
位

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
２
位

広
島
県
中
学
校

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

2410

　

こ
の
た
び
、
安
芸
太
田
病
院
の
結ゆ
う

城き

常つ
ね

譜つ
ぐ

院
長
が
、
長
年
に
わ
た
る
へ
き
地
医
療
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
「
へ
き
地
医
療
貢
献
者
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
表
彰
は
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
が
困

難
な
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
健
康
維

持
・
向
上
に
寄
与
し
た
医
師
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。

　

結
城
院
長
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
高
齢
化

が
進
む
本
町
の
医
療
の
最
前
線
に
立
ち
、
地

域
に
根
差
し
た
医
療
の
提
供
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
へ
き
地

医
療
貢
献
者
表
彰　

広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

安
芸
太
田
町

親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

12
月
７
日
、
加
計
体
育
館
に
お
い
て

安
芸
太
田
町
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

◇
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

梅う
め

田だ　

真ま
こ

人と

　
　
　
　
　

小お

笠が
さ

原わ
ら

大ひ
ろ

翔と

　

第
２
位　

岡お
か

田だ　

修し
ゅ
う
じ二

　
　
　
　
　

岩い
わ

藤ふ
じ　

英ひ
で

誉や
す

　

第
３
位　

河こ
う

野の　

靖や
す

志し

　
　
　
　
　

渡わ
た

部べ　

大だ
い

輔す
け

◇
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

中な
か

原は
ら　

沙さ

月つ
き

　
　
　
　
　

河こ
う

野の　

由ゆ

奈な

　

第
２
位　

掘ほ
り

反と
も　

尚な
お

美み

　
　
　
　
　

中な
か

原は
ら

亜あ

沙さ

子こ

　

第
３
位　

ア
ウ
リ
ア

　
　
　
　
　

金か
ね

升ま
す

む
つ
み

◇
男
女
ミ
ッ
ク
ス

　

第
１
位　

小お

笠が
さ

原わ
ら

大ひ
ろ

翔と

　
　
　
　
　

河こ
う

野の　

由ゆ

奈な

　

第
２
位　

梅う
め

田だ　

真ま
こ

人と

　
　
　
　
　

小お

笠が
さ

原わ
ら

絵え

美み

　

第
３
位　

末す
え

政ま
さ　

英ひ
で

樹き

　
　
　
　
　

中な
か

原は
ら

亜あ

沙さ

子こ
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令
和
８
年
安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝

う
会
を
１
月
11
日
に
川
・
森
・
文
化
・
交

流
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
二
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
57
人
の
う
ち
、
34
人
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
小お

笠が
さ

原わ
ら

大ひ
ろ

翔と

さ
ん

が
記
念
品
の
ウ
ヰ
ス
キ
ー
カ
ッ
プ
を
代

表
し
て
受
領
さ
れ
、
誓
い
の
言
葉
と
し

て
市い
ち

河か
わ　

玲れ
い

さ
ん
が
二
十
歳
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
、
県
外
寮
生
と
し
て
黎
明
館

建
設
へ
の
感
謝
、
新
社
会
人
と
な
り
、

令
和
８
年
安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
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泥
臭
く
辛
抱
強
く
生
き
て
い
き
た
い
と

の
抱
負
を
代
表
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
町
内
小
学
校
と
加

計
高
校
の
恩
師
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
上
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、
恩
師
と

し
て
御
出
席
い
た
だ
い
た
石い
し

井い

芳よ
し

直な
お

先

生
（
元
加
計
中
学
校
）
と
五ご

島と
う

暁あ
き

人と

先

生
（
元
安
芸
太
田
中
学
校
）
か
ら
も
、

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、
旧

交
を
温
め
、
新
た
な
門
出
を
励
ま
す
会

と
な
り
ま
し
た
。

◀︎
誓
い
の
言
葉
（
市
河
　
玲
さ
ん
）

◀︎
記
念
品
受
領
（
小
笠
原
大
翔
さ
ん
）
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安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内　

令
和
８
年
度　

安
芸
太
田
町
医
療
技
術
者
等

育
成
奨
学
生
の
募
集
の
お
知
ら
せ　
　
　
　

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
医
療
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
将
来
、
医
療
従
事
者
と

し
て
安
芸
太
田
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
修

学
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け
、
資
格
取
得
後
、
町
内
医
療
機
関
な
ど
に
医

療
従
事
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
後
、
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
奨
学
金
返

還
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
免
除
し
ま
す
。

◆
貸
付
対
象
者
／
◦
将
来
、
医
療
従
事
者
と
し
て
町
内
の
医
療
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
で
勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　

◦
安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例
に
よ
る
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
金
を
現
に
受
け
て
い
な
い
人

◆
貸
付
金
額
／
看
護
師
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
10
万
円
以
内
・
入
学
支
度
金
50
万
円
以
内

◆
貸
付
期
間
上
限
／
看
護
師
の
場
合　

５
年

◆
募
集
定
員
／
若
干
名

◆
募
集
受
付
期
間
／
２
月
２
日
㈪
～
４
月
15
日
㈬

◆
貸
付
者
の
決
定

　
　

安
芸
太
田
町
医
療
技
術
者
等
育
成
奨
学
金
貸
付
審
査
会
に
お
い
て
、
提
出

　

さ
れ
た
書
類
な
ど
に
基
づ
き
、
貸
付
者
を
決
定
し
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
１

　

高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
経
済
的

な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
学
資
金

の
貸
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

①
貸
付
対
象
者

　

◦
１
年
以
上
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
生
活
の
本

　
　

拠
を
有
す
る
人

　

◦
進
学
意
欲
が
旺
盛
な
人

　

◦
生
計
、
そ
の
ほ
か
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

　

◦
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
と
保
証
人
に
町
税
な
ど
の

　
　

滞
納
が
な
い
人

②
貸
付
額

③
貸
付
期
間

　

在
学
す
る
高
校
・
大
学
な
ど
の
標
準
の
修
学
年
数

④
申
請
受
付
期
間

　

３
月
16
日
㈪
～
４
月
20
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
提
出
先
／
教
育
委
員
会
教
育
課
☎
２
２−

１
２
１
２

　

提
出
書
類
な
ど
は
筒
賀
公
民
館
・
戸
河
内
分
室
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

区　

分

高
校
な
ど

大
学
な
ど

入
学
支
度
金

２
５
，０
０
０
円
以
内

５
０
，０
０
０
円
以
内

奨
学
金（
月
額
）
２
０
，０
０
０
円
以
内

４
２
，０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息

無
利
息

貸
付
方
法

毎
月
交
付
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Information

か
ら
だ
と
食
事
の
話
、
気
軽
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
科
医
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

や
さ
し
い
健
康
お
話
会　
　
　

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
か
ら
だ
の
変
化
や
食
事

の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
お
話
会
で
は
、
毎
日
を
元
気
に
心
地
よ
く
過
ご

す
た
め
の
「
か
ら
だ
」
と
「
食
事
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　

聞
く
だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き
／
２
月
19
日
㈭

　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

◆
と
こ
ろ
／
安
芸
太
田
病
院
２
階
大
会
議
室

　

※
会
場
へ
は
、
病
院
西
館
側
に
あ
る
外
階
段
か
ら
お

　
　

入
り
く
だ
さ
い
。

◆
講　

師

　

安
芸
太
田
病
院
内
科
医
師　

兼か
ね

好よ
し　

健け
ん

太た

先
生

　
　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士　

西に
し

川か
わ　

悦え
つ

子こ

先
生

★
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
の
対
象
で
す

　

講
座
に
参
加
で
２
０
０
円
相
当
の
も
り
か
マ
ネ
ー
を

付
与
し
ま
す
。
当
日
は
カ
ー
ド
・
ア
プ
リ
を
お
忘
れ
な

く
！
（
後
日
付
与
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　

☎
２
２−

０
１
９
６

　
　

　
　

深
入
山　

山
焼
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
！

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

４
月
12
日
㈰
に
深
入
山
で
山
焼
き
を
実
施
し

ま
す
。
山
焼
き
を
持
続
可
能
な
体
制
で
実
施
し

て
い
け
る
よ
う
、
令
和
８
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
時　
　

間

　

７
時
30
分
～
15
時
30
分
（
予
定
）

◆
作
業
内
容

　

防
火
帯
作
成
な
ど
の
補
助
作
業
・
火
入
れ
・

　

火
消
し
作
業

◆
募
集
定
員
／
全
体
45
人　

　

◦
山
頂
ま
で
の
登
山
を
伴
う
作
業　

30
人

　
　

18
歳
以
上
、
65
歳
以
下

　

◦
道
路
沿
い
で
作
業　

15
人　

18
歳
以
上

◆
申
込
締
切
／
３
月
13
日
㈮

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

参
加
申
込
書
を
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
観
光
課

　
　
　
　

☎
２
８−

１
９
６
１

◆
申
込
方
法
・
期
間

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
》

　

２
月
５
日
㈭
～
３
月
13
日
㈮

　

24
時
間
受
付

《
電　

話
》

　

２
月
12
日
㈭
～
３
月
13
日
㈮

　

９
時
～
17
時

　

町
公
式
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
上
旬
に
「
健
診
の
お
知
ら
せ
」

を
全
戸
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　

申
込
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
芸
太
田
町
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
人
は
、
こ
ち
ら
も

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

山
県
警
察
署　

☎
２
２−

０
１
１
０

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
お
金
の
話
に
注
意
！

た
だ
い
ま
狩
猟
期
間
中

　

狩
猟
期
間
は
、
令
和
７
年
11
月
15
日

か
ら
令
和
８
年
２
月
15
日
ま
で
で
す
。

　

住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
域
や
、
日
没
後
か
ら
日
の
出
前

の
銃
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
狩
猟
者
を
見
か
け
た
ら
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
令
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
猟
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
狩
猟
期
に
猟
や
登
山
で
入
山
す
る
際
は
、
狩
猟
者

や
大
型
獣
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
の

音
の
出
る
も
の
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た
投
資
詐
欺
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

◎
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

　

◦
必
ず
儲
か
る
投
資
は
あ
り
え
な
い

　

◦
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
を
信
じ
な
い

　

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
や
広
告
を
安
易
に
信
用
し
な
い

　

◦
連
絡
先
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
の
投
資
は
極
め
て
危
険

　

◦
振
込
先
が
個
人
口
座
の
場
合
は
詐
欺
の
可
能
性
を
疑
う

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
警
察
署
・
駐
在
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

脱砲確認脱砲確認

　検査は事前予約が必要です。問い合わせ先にご連絡ください。広島県が行う
HIV抗原抗体
梅毒検査
肝炎ウイルス
無料検査日程
のお知らせ　

◇検査日時／2月17日㈫ 3月3日㈫・17日㈫ 13時～15時
◇検査場所／広島県庁 農林庁舎1階相談室（広島県西部保健所広島支所内）

●問い合わせ先／広島県西部保健所広島支所　保健課　保健対策係
　　　　　　　　☎082−513−5521

Information

町
健
康
運
動
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

詳
し
く
は
広
報
誌
と
一
緒
に
お
配

り
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
36
回
け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会　
　

　

け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会
が
、

北
広
島
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

山
県
郡
で
民
謡
民
舞
な
ど
活
動
さ
れ
て
い
る
芸
能
団
体
が
集
ま
り
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
北
広
島
町
で
の

開
催
に
な
り
ま
す
が
、
町
内
の
芸
能
団
体
も
出
演
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◆
と　

き
／
３
月
８
日
㈰
13
時
〜

◆
と
こ
ろ
／
交
流
セ
ン
タ
ー
紫
の
里
（
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

北
広
島
町
有
田
１
２
３
４−

１

◆
主　

催
／
け
ん
み
ん
文
化
祭
山
県
大
会
実
行
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先
／
教　

育　

課　

☎
２
２−

１
２
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
河
内
分
室　

☎
２
８−

１
９
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　

筒
賀
分
室　

☎
３
２-

２
６
０
１



15 広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

く しら の 情 報
　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

⑴
令
和
７
年
９
月
分
（
令
和
７
年
９
月

　

に
出
生
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
令

　

和
７
年
10
月
分
）
の
児
童
手
当
の
受

　

給
者

⑵
令
和
７
年
10
月
１
日
～
令
和
８
年
３

　

月
31
日
に
出
生
し
た
児
童
に
係
る
児

　

童
手
当
の
受
給
者

⑶
⑴
の
受
給
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

　

令
和
７
年
10
月
１
日
～
令
和
８
年
３

　

月
31
日
に
離
婚
な
ど
に
よ
り
新
た
に

　

児
童
手
当
の
受
給
者
と
な
っ
た
人　

※
た
だ
し
、
⑴
の
受
給
者
か
ら
既
に
子
育

　

て
応
援
手
当
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
な

　

ど
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は

　

子
育
て
応
援
手
当
に
相
当
す
る
額
の
金

　

銭
な
ど
が
す
で
に
子
ど
も
の
た
め
に
使

　

用
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。

●
対
象
者

●
支
給
金
額

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
「
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
方
法
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
☎
２
５−

０
２
５
０

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

物
価
高
騰
対
応
生
活
応
援
給
付
事
業

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

（案）
の
意
見
募
集

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民

や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
、
も
り
か
の
期
間
限
定

マ
ネ
ー
を
付
与
し
ま
す
。

◦
対
象
者
／
令
和
７
年
12
月
31
日
に
本

　
　
　
　
　
　

町
の
住
民
登
録
が
あ
る
人

◦
支
給
金
額
／
１
人
に
つ
き
１
万
円

◦
支
給
日
／
２
月
６
日
㈮

◦
支
給
方
法
／
地
域
通
貨
も
り
か
に
付
与

　
　
　
　
　
　

（
手
続
き
不
要
）　

　

令
和
３
年
に
「
安
芸
太
田
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
（
令
和
３
年
度
～
７
年

度
）」
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
計
画
期

間
終
了
に
伴
い
今
後
５
年
間
の
「
安
芸
太

田
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
意
見
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

◦
閲
覧
場
所

　

町
公
式
サ
イ
ト
・
本
庁
・
各
支
所
・

　

出
張
所

　

な
お
、
安
芸
太
田
町
外
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
各
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
児
童
手
当
受
取
口
座
へ
２
月

６
日
か
ら
順
次
、
振
り
込
み
ま
す
。

　

対
象
児
童
（
０
歳
か
ら
高
校
生
年
代
）

　

１
人
に
つ
き
２
万
円
（
１
回
限
り
）

◦
利
用
期
限
／
７
月
31
日
㈮
ま
で

　

な
お
、
も
り
か
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
。
再

発
行
手
続
き
に
つ
い
て
は
企
画
Ｄ
Ｘ

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
Ｄ
Ｘ
課
☎︎
２
８−

１
９
７
２

◎
再
発
行
手
続
き
に

　

つ
い
て
町
公
式
サ

　

イ
ト
も
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

支給対象者 申請
要否

⑴令和７年９月分（令和７年９月に
　出生した児童については、令和７
　年10月分）の児童手当の受給者

公務員以外 不要

公務員 要

⑵令和７年10月１日～令和８年３月
　31日に出生した児童に係る児童手
　当の受給者

公務員以外 不要

公務員 要

⑶⑴の受給者の配偶者であって、令和７年10月１
　日から令和８年３月31日までに離婚などにより
　新たに児童手当の受給者となった者

要

◦
閲
覧
期
間　

　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

◦
意
見
の
提
出
方
法

　

郵
送
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

　

窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

◦
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８−

２
１
２
６

◦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku@
tow

n.akiota.lg.jp

◎
詳
し
く
は
町
公
式

　

サ
イ
ト
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。



◦
予　
　

約
／
つ
ば
め
交
通

　

☎
０
９
０−

３
１
７
２−

６
２
１
２

◦
期　
　

間
／
２
月
９
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　
　

２
月
22
日
㈰
ま
で

★
事
前
予
約
が
で
き
ま
す
！

★
支
払
い
は
現
金
の
み
で
す
。

　

も
り
か
は
ご
利
用
で
き
ま

　

せ
ん
。
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定額ライドシェア
　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運

行
が
開
始
し
て
１
年
に

な
り
ま
す
が
、
利
用
が

少
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
定
額
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
を
試
験
的
に

運
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
１
，
０
０

０
円
で
町
内
を
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
大
変
お
得
で
す
。

◦
運
行
日
／
毎
日　

　

（
月
～
木
曜
日　

１
台
）

　

（
金
～
日
曜
日　

２
台
）

◦
運
行
時
間
／
19
時
～
24
時

◦
料　
　

金
／
１
，０
０
０
円

　

（
町
内
の
移
動
の
み
）

【
参
考
：
通
常
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
】

　

月
ヶ
瀬
温
泉

−

役
場
（
本
庁
）

　

約
５
，０
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

定
額
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
試
験
運
行
を
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
Ｄ
Ｘ
課
☎
２
８−

１
９
７
２

　

利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
「
手
作
り
と
ご
ス
ト
む
す
び
」
の
販
売
を
始
め

て
、
皆
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
い
よ
」
と
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
う

れ
し
い
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
す
。

「
新
作
む
す
び
」
も
続
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
！

●
お
祝
い
の
席
に
い
か
が
で
す
か
♪

　

２
月
が
過
ぎ
れ
ば
、
も
う
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
♪

　

と
ご
う
ち
ス
ト
ア
で
は
、
お
寿
司
、
焼
き
肉
用
の
お
肉
・
オ
ー

ド
ブ
ル
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！
卒
業
祝
い
や
謝
恩
会
な

ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

桃
の
節
句
に
向
け
、「
ひ
な
祭
り
フ
ェ
ア
」
を

準
備
中
で
す
。
あ
ら
れ
や
甘
酒
、
ち
ら
し
寿
司
の

販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
！
お
楽
し
み
に
♪

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
し
ら
せ
♪

〈
ミ
モ
ザ
の
ハ
ー
フ
リ
ー
ス
〉

　

２
月
28
日
㈯　
講
師
／
筒
賀
「
ル
フ
ル
ロ
ン
」
さ
ん

〈
手
作
り
ゴ
ム
で
っ
ぽ
う
〉

　

３
月
７
日
㈯　
講
師
／
Ａ
・
Ｓ
工
房　

青あ
お

山や
ま

さ
ん

〈
糸
か
け
曼
荼
羅
〉

　

３
月
14
日
㈯　
講
師
／
林は
や
し　

亜あ

里り

紗さ

さ
ん

と
ご
う
ち
ス
ト
ア
最
新
情
報

●
問
い
合
わ
せ
先
／
《
店
舗
》
☎
０
９
０−

８
６
０
８−

４
０
９
１

インスタグラム

公式LINE

◆
申
込
み

　

電
話
・
店
頭
・
イ
ン

　

ス
タ
Ｄ
Ｍ
か
ら
で
き

　

ま
す
。



◆
と　

き
／

２
月
24
日
㈫
14
時
～
15
時
15
分

◆
と
こ
ろ
／
安
芸
太
田
町
役
場
東
館　

大
集
会
室

◆
司　

会
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
・
ラ
ボ
代
表　

井い

岡お
か　

仁ひ
と

志し

氏
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令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
組
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
振
り
返
り

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
の
対
象
で
す
。

　

会
に
参
加
で
２
０
０
円

　

相
当
の
も
り
か
マ
ネ
ー

　

を
付
与
し
ま
す
。
当
日

　

は
カ
ー
ド
・
ア
プ
リ
を

　

お
忘
れ
な
く
！
（
後
日

　

付
与
は
で
き
ま
せ
ん
）

安
芸
太
田
町
の
支
え
合
い
を
ゆ
る
っ
と

安
芸
太
田
町
の
支
え
合
い
を
ゆ
る
っ
と

話
す
会
の
開
催

話
す
会
の
開
催

（
令
和
７
年
度
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
講
演
会
）

（
令
和
７
年
度
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
講
演
会
）

●
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
容
器
の
分
別
に
ご
注
意
く

　
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
容
器
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
に
沿
っ
た
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
缶
詰
タ
イ
プ
…
…
…
…
…
…
…
…
資
源
ご
み
（
缶
類
）　

　

※
外
し
た
フ
タ
は
燃
え
な
い
ご
み
（
金
属
類
）

○
ア
ル
ミ
ト
レ
イ
タ
イ
プ
…
…
…
…
燃
え
な
い
ご
み
（
金
属
類
）

○
パ
ウ
チ
（
レ
ト
ル
ト
）
タ
イ
プ
…
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

※
い
ず
れ
も
中
身
・
付
着
物
は
取
り
除
き
、
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
分
別
説
明
会

随
時
受
付
中
で
す
。

◦
安
芸
太
田
町

　

ご
み
分
別
五
十
音
事
典

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２

－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!



一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

令
和
７
年
度　
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
協
働
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり
　

人
権
週
間
（
12
月
４
日
か
ら
10
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
町

人
権
擁
護
委
員
が
各
小
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
所
を
訪

問
し
、
児
童
・
園
児
に
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
号
で
は
小
学
校
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

◦
６
年
生

　

自
己
肯
定
感
を
上
げ
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　

「
人
は
人
、
自
分
は
自
分
」
人
と
比
べ
る
こ
と
よ
り
、

　

前
の
自
分
と
比
べ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学

　

び
ま
し
た
。

◦
１
・
２
年
生

　

「
ふ
わ
ふ
わ
こ
と
ば
」
「
ち
く
ち
く
こ
と
ば
」
を
考

　

え
よ
う
～
紙
芝
居
「
い
っ
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
か
ら

◦
３
・
４
年
生

　

あ
な
た
の
色
は
何
色
？
～
童
謡
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

　

か
ら

◦
全
学
年

　

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
で
の
学
習
会
、

　

人
権
動
画
視
聴
を
し
た
後
、
各
学
年
で
、
自
分
の
考

　

え
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど

　

う
行
動
す
る
の
か
と
い
っ
た
話
し
合
い
を
深
め
ま
し

　

た
。

人
権
の
花
運
動　

報
告

加計小学校

筒賀小学校戸河内小学校

　

法
務
省
が
主
唱
す
る＂

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
＂
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
75
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

広
島
県
内
81
校　

１
万
１
，
３
１
７
人
の
中

か
ら
、
安
芸
太
田
中
学
校
２
年　

庭に
わ

田た

星せ
い

彩ら

さ
ん
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
一
人
で
は

　

つ
く
り
出
せ
な
い

そ
の
笑
顔
」
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○
戸
河
内
小
学
校
６
年
生　

菅す
げ
田た　
翔し

ょ
う
ま真

さ
ん

　

太
田
川

命
の
ふ
る
さ
と

守
り
継
ぐ

　
安
芸
太
田
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
は
、
各
地
域
か

ら
選
出
さ
れ
た
推
進
委
員
を
中
心
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
「
環
境
」
と
「
健
康
」
を
地
域
全
体
で
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
環
境
啓
発

標
語
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
70
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、（
一
財
）環

境
保
健
協
会
主
催
の
審
査
会
に
お
い
て
、
３
作
品
が
奨

励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
各

小
学
校
を
訪
問
し
、
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

安芸太田町公衆衛生推進協議会の活動

ご
み
投
棄
防
止
の
看
板
設
置

　
太
田
川
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
道

の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
に
ご
み
投
棄
防
止

の
啓
発
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
太
田
川
は
、
本
町
の
自
然
を
代
表
す
る
河

川
で
あ
り
、
そ
の
水
は
高
瀬
堰
か
ら
浄
水
場

を
経
て
、
広
島
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
５

市
５
町
お
よ
び
愛
媛
県
今
治
市
へ
、
飲
料
水

な
ど
と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
行
う
適
切
な
ご
み

処
理
や
清
掃
活
動
は
、
太
田
川
の
水
質
を
守

り
、
多
く
の
住
民
の
生
活
環
境
を
支
え
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
重
要
な
役
割
を

担
う
太
田
川
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
守
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問い合わせ先／安芸太田町公衆衛生推進協議会　事務局　税務住民課　☎28−2114

○
筒
賀
小
学
校
３
年
生　

今い
ま

井い　
千ち

尋ひ
ろ

さ
ん

　

プ
ラ
ゴ
ミ
の

マ
ー
ク
を
見
つ
け
て　

リ
サ
イ
ク
ル

○
加
計
小
学
校
６
年
生　

伊い

田だ　
光あ

希き

さ
ん

　

見
た
く
な
い

ゴ
ミ
の
流
れ
る

太
田
川

19 広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号



所得税・町県民税の申告について

受付日 申告会場
※いずれの会場も9時受付開始

受付終
了時間

２⽉16⽇ 月 安芸太田町役場本庁
東館２階 15時

２⽉17⽇ 火

２⽉18⽇ 水
筒賀福祉センター 15時

２⽉19⽇ 木

２⽉20⽇ 金 安野ふれあいセンター 15時
２⽉24⽇ 火 修道せせらぎ文化センター 15時

２⽉25⽇ 水
つぼの地区交流センター

13時
旧津浪小学校

２⽉26⽇ 木
東区コミュニティセンター

13時
至誠文化センター

２⽉27⽇ 金 上殿コミュニティセンター 15時
３月２日 月

川・森・文化・交流センター 15時
３月３日 火

３月４日 水
太田川交流館かけはし 15時

３月５日 木

３月６日 金 殿賀ふれあいプラザ 15時
３月９日 月 猪山集会所 13時

３月10日 火
松原高齢者コミュニティセンター

13時
旧杉の泊小学校

３月11日 水
四合生活改善センター

13時
寺領地区農業構造改善センター

３月12日 木
安芸太田町役場本庁
東館１階 15時３月13日 金

３月16日 月

申告に関するお願い

町の会場で受付できない申告

税務署での申告

◦医療費控除明細書や農業収支内訳書
　を作成し、待ち時間短縮にご協力く
　ださい。
◦申告は、役場本庁・支所でなく、必
　ず左記申告会場へお越しください。
◦申告はどの会場に来られても受付で
　きますので、ご都合に合わせてご来
　場ください。

　次の内容を含む申告は、税務署で申
告してください。
◦青色申告（青色申告決算書などが作
　成済みの場合を除く）
◦災害減免や雑損控除の申告
◦先物取引に係る申告
◦為替差益やビットコインなどの暗号
　資産（仮想通貨）
◦住宅借入金特別控除（１年目）の申告
◦土地・建物・株式などの譲渡所得申
　告（内訳書などが作成済みの場合を
　除く）

■会　　場
　「NTTクレドホール」
　基町クレド・パセーラ11階
　広島市中区基町６番78号　広島県庁前

■設置期間

　2月16日㈪～3月16日㈪
　※土・日・祝を除きますが、３月１
　　日㈰に限り開場します。
■受付時間

　8時30分～16時まで
　※相談時間は９時から17時まで
◦確定申告会場は原則、事前予約制で
　す。
◦国税庁LINE公式アカウントから確
　定申告の来場予約ができます。

●問い合わせ先
　税務住民課　☎28−2114

昨年との変更点

◦空谷農事集会所での受付が
　終了し、修道せせらぎ文化
　センターへ統合されました。
◦一部会場の受付終了時間が
　変更となりました。
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４
月
よ
り
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
が
始
ま
り
ま
す

全
園
・
所
の
「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
」
決
定
！

　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、

良
質
な
成
長
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
、

保
護
者
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

か
か
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

が
４
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
を
利
用
す

　

る
と
！

　

保
護
者
の
就
労
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
を
保
育
所
な
ど
に
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
新
た
な
制
度
で
す
。

◦
家
庭
以
外
の
環
境
で
過
ご
し
、
同
じ

　

年
代
の
子
ど
も
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、

　

も
の
や
人
へ
の
興
味
・
関
心
が
広
が

　

る
。

◦
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
保
育

　

士
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
孤
立
や
不

　

安
を
解
消
し
、
育
児
の
負
担
感
の
軽

　

減
に
つ
な
が
る
。

◦
家
庭
と
違
う
環
境
で
過
ご
す
子
ど
も

　

を
見
る
・
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

　

成
長
や
発
達
を
客
観
的
に
と
ら
え
ら

　

れ
る
。

　

地
域
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
保
育

・
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
、

「
ひ
ろ
し
ま
自
然
保
育
認
証
制
度
」
の

令
和
７
年
度
認
証
団
体
と
し
て
、
安
芸

太
田
町
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
が

認
証
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
自
治
体
で
、
全
て
の
保
育
施

設
な
ど
が
認
証
を
受
け
た
の
は
、
安
芸

太
田
町
が
初
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
自
然

環
境
と
地
域
資
源
を
生
か
し
た
、保
育
・

教
育
の
更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
認
証
制
度
の
概
要

　

地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
資
源
を

活
用
し
た
自
然
体
験
活
動
の
推
進
を
図

り
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る
子
育

て
支
援
を
行
う
団
体
。

●
認
証
を
受
け
た
施
設

　

◦
加
計
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ

　

◦
認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち

　

◦
修
道
保
育
所

　

◦
筒
賀
保
育
所

●
認
証
の
区
分

　

自
然
体
験
活
動
を
計
画
的
に
実
施
し

●
制
度
の
概
要

①
利
用
対
象
者

　

０
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
で
保

　

育
所
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
児
童

　

※
施
設
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

②
利
用
時
間

　

１
人
に
つ
き
月
10
時
間
を
上
限

③
利
用
料

　

１
時
間
あ
た
り
３
０
０
円
程
度

　

※
所
得
状
況
に
よ
り
減
免
が
あ
り
ま

　
　

す
。

④
実
施
施
設

　

◦
加
計
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ

　

◦
認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち

　

◦
修
道
保
育
所

　

◦
筒
賀
保
育
所

●
一
時
保
育
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
利
用
で
き
、
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
と
合
わ
せ

て
の
利
用
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

教
育
課

　

子
育
て
支
援
係
☎︎
２
２−

１
２
１
２

て
い
る
こ
と
（
平
均
週
５
時
間
以
上
）、

お
よ
び
自
然
体
験
活
動
に
使
用
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
が
園
庭
以
外
に
あ
る
こ
と
。

（
Ⅱ
型
）

●
本
町
で
の
自
然
保
育
の
取
り
組
み

　

本
町
は
、
教
育
大
綱
に
お
い
て
、
自

然
を
有
効
な
教
材
と
し
て
教
育
の
振
興

を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
教
育
振
興
基

本
計
画
に
お
い
て
自
然
保
育
の
推
進
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
自
然
保
育
に

取
り
組
む
愛
称
「
も
り
み
ん
山
の
こ
ど

も
園
」
を
選
定
し
、
園
・
所
で
の
積
極

的
な
自
然
保
育
活
動
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
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　11月15日の150周年記念事業（五サー市）にはたくさんの保護者・地域の皆さんに来ていただきました。

　加計小へ統合された旧加計町内で小学校教育が始まって150年の記念の年。地域の祭り「五サー市」に協

働参加させてもらい、たくさんの地域の皆さんに応援していただきました。

　俳句150句チャレンジも会場の皆さんの協力のおかげで、187句集めることができました。地域の皆さん

と共に本当に楽しく150周年をお祝いできました。

150周年記念事業 （五サー市）大成功!加計小より

加計中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、加計小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

新生徒会スタート！

2422

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

　生徒会本部の会長には２年生の栗
くり

栖
す

沙
さ

弥
や

さ

ん、副会長には西
にし

本
もと

乃
の

笑
え

さん、事務局長には

佐
さ

々
さ

木
き

秋
あい

歌
か

さんが選ばれました。

　栗栖沙弥さんは「みんなが意見を出しやす

い学校にしたいです。意見が出しやすいと、

お互いのことをわかり合うことができ、団結

力が強くなったり、アドバイスし合えたりす

ることで、過ごしやすく力を伸ばせる学校に

なると思ったからです。そのために定期的な

アンケートを実施したり、交流朝会で全校レ

クをしたりすることで、みんなの関係を良く

していきます！」と抱負を語ってくれました。

　また、生徒会本部の３人は同じ思いを持っ

ており、気持ちを一つにして頑張りたいと話

をしていました。

　また、１月15日は新生徒会になって初の委

員会でした。各委員会の委員長は２年生が務

め、緊張しながらも会の運営を意欲的に頑張

っていました。

　加計中学校では３学期から新生徒会がスタートします。

広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

ステージの

オープニン

グは、加計

小マーチン

グバンドが

務めました。

●委員会の様子
　生徒会本部
　健康委員会　環境委員会
　代議委員会　文化委員会

１・２年生は秋のおもちゃ祭り。

町長さんをはじめたくさんのお客

さんでにぎわいました。

ぷらっとホームつなみ、ＪＡさんに

協力していただき３年生の野菜果物

の販売。あっという間に完売です！

神楽チーム（６年＋有志）は安野神楽

団の指導を受けて。

ＰＴＡ有志による

シークレットステ

ージ「大人ファン

ファーレバンド」、

広報委員の皆さん

による「コーラス」

です。
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将
来
、
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
た
め
の
「
貢
献
意
欲
」
や

「
起
業
家
精
神
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
）」
の
醸
成
を
目
指
し
、
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
「
み
ら
い

株
式
会
社
」
の
ご
協
力
の
も
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
廃
線
ト
ン
ネ
ル
か
ら
生
ま

れ
る
、
新
し
い
滞
在
体
験
の
か
た
ち
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
。
生
徒
た

ち
は
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画

・
立
案
に
向
け
、
事
前
学
習
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
熱
の
こ
も
っ
た

立
案
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

かわいがられ　地域貢献できる人材の育成

◆◆GO!GO!加計高通信　第138号◆◆

地
域
課
題
に
挑
む
！ 

「
み
ら
い
株
式
会
社
」

と
連
携
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
！

「
芸
北
高
原
ま
つ
り
×
芸
分
祭
」
に
参
加
！

 

本
校
と
芸
北
分
校
の
絆
深
ま
る

　

11
月
15
日
・
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
芸
北
高

原
ま
つ
り
×
芸
分
祭
」
の
２
日
目
に
、
本
校
の

軽
音
楽
部
と
生
徒
会
執
行
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
校
文
化
祭
で
は
、
芸
北
分
校
の
皆
さ
ん
が

分
校
で
育
て
た
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
商
品
を
販
売

し
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
本
校
生
徒
が
分
校
の
文
化
祭
へ
赴
く

形
で
の
参
加
と
な
り
、
こ
う
し
た
相
互
の
行
き

来
を
通
じ
て
、
両
校
の
連
携
が
ま
す
ま
す
深
ま

っ
て
い
ま
す
。
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国際交流だより国際交流だより ハウラのページ

2424

　皆さん、３月の時期に「ハッピーニューイヤー！」と言う人を見たことがありま

すか？私は３月に新年のお祝いをします！

　日本とイギリスでは新年は１月１日から始まりますが、イランには春の初日、春がちょうど始ま

る時刻に新年をお祝いするノウルーズという祝祭があります。

　今年の春は３月20日（金）20：45に始まります。これは日本でいう春分の日です。

　ノウルーズは、アフガニスタン、アゼルバイジャン、カザフスタン、タジキスタン、ウズベキス

タン、インドやイラクなど、世界中の国で約３億人の人々に祝われており、イランで最も大きな祝

日のひとつであるノウルーズでは春の大掃除、焚き火、詩、街のお祭り、特別な料理などの多くの

伝統的な風習があります。私は日本の文化について学んでいくうちに、ペルシアの祝祭のいくつか

が日本に似ていると気づきました。

ノウルーズ、ペルシア （イラン）の新年ノウルーズ、ペルシア （イラン）の新年

　イラン人は新年の準備を数週間前から始めます。カーペット、窓、カーテンなど、家の隅々まで

掃除をします。この大掃除を行うことで、前の年の悪いものを洗い流し、新しい年に良いことが訪

れるよう準備します。そして年の最後の水曜日に、焚き火の周りに集まります。炎が前の年の嫌な

出来事をすべて取り除いてくれると信じています。これは、来る年の幸運、健康、豊作を願う日本

の「とんど」に似ていると思います。

　また、最も有名な習慣の一つに「ソフレ・ハフトシーン」（Sofreh Haftseen）というものがあ

ります。直訳すると「７つのＳのテーブル」という意味です。ペルシア語でＳという文字はこう書

きます：　　。

　テーブルに、Ｓで始まる７つのものを飾り、来る年の幸運を象徴しています。例えば、乾燥蓮の

実（センジェド）は愛と知恵、硬貨（セッケ）は繁栄、ヒヤシンス（ソンボル）は春と新しい命、

もやし（サブゼ）は再生と新たな始まり、リンゴ（シブ）は健康と美、酢（シルケ）は知恵と忍耐、

ニンニク（シール）は健康と守護を象徴します。

　また、Ｓで始まらない鏡（自己反省）、ろうそく（光と幸福）、卵（多産）、お菓子（甘さと喜び）、

金魚（生命と時の流れ）、聖書（祝福）などのほかの象徴的なアイテムも飾ります。そして子どもた

ちへの贈り物として聖書の中にお金も入れます。

広報安芸太田　広報安芸太田　令和８（2026）年　令和８（2026）年　２２月号月号

ソフレ・ハフト・スィーン水曜日の焚火
魚と緑のハーブとサフランを

混ぜたご飯

　この習慣は、日本のお正月に食べるおせちを思い出させます。おせちのさまざまな料理にもそれ

ぞれ幸運を呼ぶ役割がありますよね！イランの伝統的な正月の料理は魚と、自然や春の緑を表すハ

ーブをご飯に混ぜたものです。

　お祝いの最終日（春分の13日後）には、家族や友だちと一緒にピクニックをします。これは日本

の花見に似ています。このピクニックはノウルーズの祝祭の終わりを示します。

　私はイランとイギリスの両方の出身なので、2 回新年を祝うことができます。だいたい１月に立

てた新年の抱負は続かないので、３月はもっと現実的な抱負に変えるチャンスです。（笑）



　

 

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内
『豊臣秀長』

『危ない生活習慣24』

『るるぶ福岡‘27』

『疲れとり大図鑑』

『おうちで育てるキノコ BOOK』

『偉大なるチキン野郎』

『超シルバー川柳　いつでも笑みを編』

『世界はきみが思うより』（小説）

『雀ちょっちょ』（小説）

『しっぽのカルテ』（小説）

『ごみのはての』（小説）

児　

童　

書

『世の中のなぜ？ビジュアル新事典』

『みんなが知らないお仕事図鑑100』

『気持ちが伝わる！ドラえもん英会話』

『花に風』（読み物）

『ねぎのねぎしくん』（読み物）

『星のカービィ　地底世界の大冒険！の巻』
（読み物）

『あの、ここどうぞ。』（絵本）

『ぼうくうごうのおばけ』（絵本）

『ノラネコぐんだんはるなつあきふゆ』

一　

般　

書

25

図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページ〉https://www.iu.licsre-saas.jp/akiota/（変更しました）

移動図書館やまびこ号運行日
２月１０日（火）・１２日（木）

１３日（金）・１８日（水）本館展示『恐竜・古生物②』
（県立図書館より資料をお借りしています）
　2月25日㈬まで貸出できます。

●学研の図鑑LIVE　Ｘシリーズ
　人気モチーフを通常の図鑑ではできない表

現と情報量で掘り下げる「極限（エクストリ

ーム）」の図鑑シリーズ。

子どもから大人まで好奇心を満足させる図鑑です。

『ティラノサウルス』 『サメ』

今月のおススメ本今月のおススメ本

本館月末休館日 ２月２７日（金）

広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

本館おはなし会本館おはなし会

☆おひざにだっこのおはなし会

☆えほんのもり　おはなし会

2月25日（水） 11時〜

2月28日（土） 10時30分〜

　

　今後の貸し出し方法をどちらか選べます。

　◦図書館利用者カード
　◦moricaカード（アプリOK）

　moricaカードに変更したい人は図書館カ
ウンターで職員にお伝えください。
※１　どちらかしか利用できません。
※２　ポイントは付与されません。ご了承ください。

moricaカード・アプリで
貸出ができるよう　　　　
になりました！　　　　　
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。
※日程どおりに収集できない場合があります。
※積雪時はマンホール周辺の除雪をお願いします。

２
月

16日㈪ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
17日㈫ 修道
18日㈬ 津浪一円・筒賀東区
20日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

24日㈫ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町・
西旭町・古市・新町・神田町・空条

25日㈬ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈮ 程原・津都見・船場・来見

３
月

２日㈪ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

３日㈫ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
４日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
６日㈮ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
９日㈪ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
10日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
11日㈬ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

13日㈮ 小板・松原・板ケ谷・川手・柴木・
梶ノ木・横川

来月の発送は３月５日㈭を予定しています。
変更の場合は、無線放送でお知らせします。

◦国民健康保険税……………第９期
◦後期高齢者医療保険料……第８期
◦介護保険料…………………第11期

（納期限／３月２日）
※納期限を必ず守りましょう。

今月の納税など

来月の発送日

２
月

号
カ
レ
ン
ダ
ー

日
月

火
水

木
金

土

8
9

1
0

1
1

建
国

記
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日
1
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3
1

4
衆
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日
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（

P
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6
）
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月
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日
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（

P
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6
）

お
酒

の
悩

み
相
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会

無
料

空
き
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会
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0
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1
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殿
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ミ
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セ
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）
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ら
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フ
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加

計
）

1
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3
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～
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0
0
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お

茶
の

間
サ

ロ
ン

遊
ゆ
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）
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家
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日

1
6
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7

青
少
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1

8
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日
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2

1

お
酒

の
悩

み
相

談
会

シ
ニ

ア
健

康
大
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3
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1
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3
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（
戸

河
内

地
域

支
援

セ
ン

タ
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）

1
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3
0
～
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3
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川
・
森
・
文

化
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交

流
セ

ン
タ
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内
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士
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や
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康

お
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会
（

P
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3
）

2
2

2
3

天
皇

誕
生

日
2

4
2
5

2
6

2
7

2
8

Ｒ
Ｃ

Ｃ
早

春
神

楽
共

演
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会
（
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）

お
酒

の
悩

み
相

談
会

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
講

演
会

（
P
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7
）

や
す

ら
ぎ

カ
フ
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（

戸
河

内
）

1
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3
0
～

1
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ワ
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ク
シ

ョ
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プ

　
　

（
P
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6
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3
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1
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6
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お
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の
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談
会

　
　

ワ
ー

ク
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古
紙
・
布

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

粗
大
ご
み

や
ま

び
こ

号
運

行
日

確
定

申
告

（
P
.2

0
）

確
定

申
告

（
P
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0
）

確
定

申
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（
P
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0
）

や
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び
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号
運

行
日

や
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び
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行
日

※
確

定
申

告
の

受
付

時
間

が
昨

年
と

比
べ

変
更

し
て

お
り

ま
す

。
詳

し
く

は
2

0
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

　　（
安

芸
太

田
町

内
で

開
催

さ
れ

る
行

事
な

ど
を

掲
載

し
て

い
ま

す
）

粗大ごみ収集日

２
月
９
日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・
寺領・長原・箕角・上殿中央・
長田・杉の泊　
※草尾は電話

３
月
９
日
㈪

粗大ごみ②区域
下本郷・上本郷・下田吹・
上田吹・吉和郷・遊谷・
戸河内土居・打梨・那須・
横川・柴木・川手・梶ノ木・
板ケ谷・松原・小板
※打梨・那須・横川は電話

※粗大ごみ集積場所に出してください。（一般
　のごみ集積場所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載され
　ている収集区域です。収集区域によって収集
　日が異なりますので、お間違えのないようお
　願いします。

広報安芸太田　令和８（2026）年　２月号

　冬季の運行は倒木や凍結などにより、通行
止めや渋滞が発生し、運行に大きな乱れが生
じる可能性があります。
　大雪など、天候不良時に公共交通を利用さ
れる際は、各運行事業所に確認の上ご利用く
ださい。

注意!!

●問い合わせ先
　加　計　交　通　☎22−0521
　三 段 峡 交 通　☎28−2011
　安野タクシー　☎23−0339
　広　島　電　鉄　☎︎0570−550−700
　石　見　交　通　☎︎0856−24−0080
　総　企　バ　ス　☎0826−35−1199

大雪の際は、 公共交通の
大雪の際は、 公共交通の

　　　 利用にご注意ください！
　　　 利用にご注意ください！大雪の際は、 公共交通の
大雪の際は、 公共交通の

　　　 利用にご注意ください！
　　　 利用にご注意ください！
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ぶ
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も
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